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この度は、パールドラムペダルをお買い上げいただき誠にありがとうございます。
製品の機能を十分に発揮してお使いいただくために、この取扱説明書をぜひご覧ください。

取扱説明書

ウイングボルト（フープクランプ）

フットボード

シングルチェーン

キーボルト （ビーターセッティング）

ビーターホルダーリンク

デュオビート・ビーター

チェーンドライブ・アルミダイカストホイール

キーボルト 
（ビーターアングル調整）

フープクランプ

スプリングアセンブリー

ロワーナット

アッパーナット

スプリング

キーボルト
（ドライヴシャフト接続用）

ドライヴシャフト

キーボルト
（ドラムペダル取付用）

ドライヴシャフトアセンブリー

ドライヴシャフト接続パイプ

フロアプレート

ヒールプレート

パワーシフター 
(キーボルトで調整）

アンカーボルト

ビーター
アングルカム



注  意
このシステムは、調整後のゆるみを防ぐダブルナット方式ですので双
方のナットを十分に締めてください。

ビーターアングルの調整
ビーターの角度はビーターアングルカムのキーボルトをゆるめ
ることで、スプリングのテンションを変えることなく調整でき
ます。 アングルが決まったらキーボルトを締めて固定してくだ
さい（図2）。 セッティングの際はビーターアングルカムに刻ま
れているゲージの目盛りを参考にしてください。
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デュオビート・ビーターのセッティング
ビーターホルダーリンクにデュオビート・ビーターを差し込みま
す。 お好みのポジションが決まったら付属のチューニングキー
でキーボルトをしっかりと固定します（図1）。

スプリングテンションの調整
スプリングテンションを調整するには、まずアッパーナットを
ゆるめます。テンションを強くしたい場合はロワーナットを締
め、テンションを弱くしたい場合は逆にロワーナットをゆるめ
ます。好みのテンションが決まりましたらアッパーナットとロ
ワーナットをしっかりと締めてください（図4）。
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デュオビート・ビーター 
スタンダードなフェルト（A）とハードな
樹脂（B）の2タイプの素材を使い、それ
ぞれ異なる形状をもたせたビーターで
す。サウンドの違いをぜひお試しくださ
い （図3）。
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アンカーボルト
サブペダルの動きを防ぐため
のストッパーです。アンカーボ
ルトを時計回りにまわすことで
剣先が出ます。床面に傷をつけ
る恐れがありますので、状況に
応じてお使いください（図5）。
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フープクランプ
バスドラムのフープをフープクランプではさみ、ウィングボルト
を締めてペダルを固定します（図6）。
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フロアプレート
フロアプレート裏面のゴムは、ほこりなどが付着するとグリッ
プ力が落ちてしまいます。 その場合は湿らせた布等で拭き
取ってください。

パワーシフター
フットボードを前後にスライドさせることで、3つの異なるアク
ションを設定することができるシステムです。 工場出荷時はB
の位置で設定されています（図7）。 A、Cの位置に変えるには
ヒールプレートのキーボルトをゆるめ、お好みの位置にフット
ボードをずらしてください。 設定が決まりましたらキーボルト
をしっかりと締めなおしてください（図8）。
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A．踏み込んだパワーがダイレクトに伝わる、踏みごたえのあるポジション。

B．素直なアクションが得られるノーマルポジション。

C．スピーディーなフットワークに対応するポジション。
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ドライヴシャフトの長さを調節するには、接続部のキーボルト
をゆるめます。左右のシャフトの長さが均等になるように調整
しましたらキーボルトをしっかりと締めて固定してください (図
11) 。
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ドライヴシャフトの接続
メインペダルの左側にある接続部（突起部）（B）にドライヴシャ
フトのジョイント部（A）を接続します (図9)。 チューニングキー
で2つのキーボルトを平らな面（キーボルト1）、側面（キーボル
ト2）の順番でしっかとりと締めて固定してください。 サブペダ
ルも同様にドライヴシャフトを接続します（図10）。 その際、続
部の突起部（B）の平らな面が上にくるように六角シャフトを回
転してください。

ドライヴシャフトアセンブリーはドライヴシャフトが中央の接続パイプ
にあらかじめ収納されていますが、はずしてしまった場合には、図12
のように、それぞれの接続ポイントにあわせて接続してください。
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製品改良のため予告なくデザイン・仕様を変更する場合がありますので御了承下さい。
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注意
ホーローネジがゆるんだ場合には、付属の六角レンチで
締め直して下さい。また、チェーン、カムローラー、フット
ボードヒンジなどの可動部分には時おり注油(グリス等)
して下さい。 
 
ベアリングへの注油に、粘性の低い潤滑油のご使用はお
控えください。


